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沖
縄
の
旅
で
泊
ま
っ
た
の
は
那
覇

市
内
の
ホ
テ
ル
。
首
里
城
ま
で
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
往
復
１
時
間
と
聞
き
、

同
室
の
方
々
と
早
朝
散
歩
に
。
沖
縄

に
詳
し
い
方
の
話
に
よ
る
と
、
激
し

か
っ
た
艦
砲
射
撃
も
よ
け
た
と
い
わ

れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
近
く
に
あ

る
と
い
う
の
で
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
、
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え

る
大
木
。
太
い
幹
は
ご
つ
ご
つ
し
、

今
に
も
動
き
だ
し
そ
う
な
雰
囲
気
。

看
板
に
は
、
「
旧
暦
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月
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５
日
に

神
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下
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れ
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い
う

言
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伝

え
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あ
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で
、

年
に

ひ

と
つ

だ
け

願

い
事

を
話

さ

れ
て

み
て

く

だ
さ

い
」

と

あ
り

ま
し

た

。
静

か
に

時

が
流

れ
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い

く
の

を
ゆ

っ

く
り

感
じ

た

か
っ

た
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で

す
が

、
何

し

ろ
、

朝
食

前

の
散

歩
。

あ

ま
り

時
間
は
取
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
思
い

の
ほ
か
遠
く
ま
で
来
て
し
ま
い
、
ホ

テ
ル
に
戻
る
た
め
に
ス
マ
ホ
の
ナ
ビ

に
頼
る
結
果
に
。
さ
ら
に
出
発
時
間

と
の

関
係

も

あ
り

、
７

名

が
朝

か
ら

２

台
の
タ
ク
シ
ー

に
分

乗
し

て

帰
還

と
な

り

ま
し
た
。

みち子のひとりごと

沖縄①

沖縄へ･･･オール沖縄は
一日にしてなったものではあらず

10月2，3，4日と沖縄へ行ってきました。県革新懇など

が企画した沖縄支援と学習が目的の「旅」でした。

初日に訪れた「不屈館」は瀬長亀次郎氏の遺した資料を展

示し、沖縄の戦前・戦後の苦難の歴史を伝え学ぶ資料館にと

2013年に建てられました。瀬長亀次郎氏は、アメリカ軍の

統治下にあった1947年に沖縄人民党を立ち上げ、1952年

立法院（県議会）選挙に那覇市区から立候補、最高点で当選

しました。当時は28の完全小選挙区で、当選のためには市民

が共同することが不可欠でした。オール沖縄の共同はすでに

この頃から行われていたのです。米軍による弾圧で投獄もさ

れましたが、出獄後は沖縄人民党公認で那覇市長にも当選し

ました。アメリカの妨害で市長の座を降ろされますが、沖縄

の復帰後初の国政参加

選挙で、1970年衆議

院議員に当選、1990

年まで7期20年間務め

ました。初当選時には

「私の当選は、米占領下で不屈にたたかいつづけ

て生きた人民党への県民の信頼と、核も基地もな

い真の返還、平和で豊かな県づくりの道をさし示

した人民党の政策への支持によるものです」と語

りました。

右はさかぐち多美子さん、
まん中は瀬長氏の次女で館
長の内村千尋さん。

選挙時には、ヘリコプターから妨害ビラ
がばらまかれました。



「
戦
争
法
を
廃
止
し
、
立
憲
主
義
を
と
り
も

ど
す
」
こ
の
一
点
で
一
致
す
る
す
べ
て
の
人
と

協
力
し
よ
う
と
呼
び
か
け
て
い
る
な
か
、
私
は

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
闘
い
を
学
ぶ
た
め
沖
縄
支

援
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
沖
縄
へ
着
き
、
は

じ
め
に
見
学
し
た
瀬
川
亀
次
郎
資
料
館
で
「
オ
ー

ル
沖
縄
は
こ
こ
１
〜
２
年
で
突
然
で
き
た
わ
け

で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
に
胸
を
衝
か
れ
ま
し

た
。
土
地
を
奪
わ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
抑
圧
を
う

け
て
き
た
住
民
の
怒
り

は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

沖
縄
の
住
民
が
「
人
間

ら
し
く
生
き
る
た
め
」

に
は
住
民
が
ひ
と
つ
に

な
っ
て
自
ら
の
権
利
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
獲
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
そ
う
し
な
が
ら
一

歩
一
歩
進
め
て
き
た
歴
史
が
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

に
続
い
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
安
倍
政

権
の
暴
挙
を
許
さ
な
い
闘
い
が
い
ま
全
国
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
か
ら
「
オ
ー

ル
日
本
」
へ
、
民
主
主
義
を
求
め
る
か
ぎ
り
闘

い
は
続
く
と
い
う
確
信
を
今
回
沖
縄
で
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こんにちは松坂みち子です No.243

熱い心で
大門みきし

ご参加ください!!

赤旗まつり
１１月８日（日）

10時～15時

片男波公園

参加費1000円
四ヶ郷・中之島・城東・宮北地域

を回るバスが出ます

こ
ん
に
ち
は

さ
か
ぐ
ち
多
美
子
で
す

「閉じられた正門」
９月１８日夜の参議院本会議で、戦争法案

を強行採決した鴻池委員長の問責決議案に賛

成の討論を行ないました。

その中で小林節･慶大名誉教授の言葉を紹

介しました。小林さんは中央公聴会で、憲法

九六条を変えて改憲のハードルを下げようと

した安倍首相のやり方を「裏口入学」と厳し

く批判したうえで、今回の戦争法案を「閉じ

られた正門を蹴破って押し入るようなもの」

と断罪されました。

その表現を引用しながら、「どうしても集

団的自衛権を行使したいなら、こそこそごま

かしたり、姑息なへ理屈を並べたり、憲法を

勝手に踏みにじるのではなく、正々堂々と憲

法改正を提案すべきだ」といいました。

終わってから本会議場を出るとき、鴻池さ

んが私に「いい討論だった。ありがとう」と
言いました。問責の賛成討論をして本人から

お礼を言われたのは初めてです。

周りにいた自民党議員たちも「大門さん、

よかったよ」とほめるので、徹夜の疲れで人

の話が逆さまに聞こえるようになってしまっ

たのかと思いました。

連休明けに会った同じ委員会に所属する自

民党議員が解説してくれました。「参院自民

党には安倍さんの『解釈改憲』というやり方

に疑問を持つ人が多い。あのとき大門さんに

卑怯だと叱られ、もっと堂々としろと言われ

てしびれたんだよ」と。

本気でそう思ったなら、安倍首相の暴走を

参議院で止めるべきだった。止められなかっ

た責任はつぎの参議院選挙で自分たちが取る

ことになるのだから。


